
		
地域密着型サービス運営推進会議記録（R　7年度 第　5回）

	事業所名
	セカンドハウスサクラ

	サービス
種類
	小規模多機能型居宅介護

	開催日時
	7年　12月　10日　　　１３時３０分　～　１４時　15分

	会場
	セカンドハウスサクラ　多目的ホールにて

	参加者
	利用者代表
	人

	
	利用者家族代表
	人

	
	地域住民代表
	2人

	
	有識者
	人

	
	高齢者お世話センター
	1人

	
	市職員
	1人

	
	事業者
	2人

	報告事項　
	

	（１）登録状況
（２）利用者の入退院状況について
（３）問い合わせについて
（４）活動報告
（５）報告事項
	

	議題
	












	（１）登録状況
R7.12.8現在登録者21名。(入院中1名含む)
男性　　4名　女性　　17名。最低年齢　　60歳　最高年齢　　98歳　　　　　
要支援2　2名　要介護2　3名　要介護２　6名　要介護３　4名
要介護4　4名　要介護５　2名

（２）利用者の入退院状況について
　A氏　10/4　誤嚥性肺炎にて医療センターに入院　10/24退院
　　　　入院中の嚥下評価の結果、嚥下機能の低下が認められ、
　　　　食事形態を軟飯→全粥、刻み菜→極刻みに変更、トロミ剤の利用を開始している。退院後状態は安定している。
　B氏　10/10　肺炎と尿路感染症にて入院。11/4退院。体調安定。
　C氏　10/6　 第一腰椎椎体骨折と左仙骨骨折で入院。回復期病棟に転棟しリハビリ継続し12/8に退院される。
　　　　ADL的には入院前の状態に近づいているが、自宅での転倒の頻度が高く今後も重点的に経過観察を行っていく。本人は在宅生活の希望がかなり強い、自宅は認知症の妻と2人暮らし。車いすの移動を推奨するADLではあるが、住環境的にどうしても杖と手すりを使用した両側支持での移動や歩行器歩行が必要な区間があり。環境を加味し、歩行器歩行訓練に重点をおいて退院までリハビリを行っている。リスクについては長男夫婦も納得済。
D氏　江藤病院(回復期病棟)に転院しリハビリ継続中。そろそろ退院許可が出そうとMSWよりTELあり、日程調整中。

（３）問い合わせについて
　2件問い合わせあり。
　･息子と夫との3人暮らしの方。脳梗塞の為高次脳機能障害を起こし、リハビリ途中で早期退院。家族で検討の結果リハビリ希望が強くなり一旦利用は白紙に。　　　　　　　　
　・90代後半の独居女性。子が週末に様子を見には来てくれるが普段の生活の様子は不明。ADLはほぼ自立も、認知機能の低下や難聴あり。訪問利用から開始し、一部の日程を通い利用に変更の方針。当面、頻回な訪問が必要なケースで現状の人員的には厳しくお断りする。
　　　　
（４)活動報告
・さくらだより　毎月発行　
・11/5　とみおかハートクリニック往診でワクチン接種済
・事業所と地域住民の方と合同で新しい津波想定に合わせた勉強会の開催
12/10　14：30より実施(南部県民局)
・11月防災、BCP(自然災害)訓練、研修、消火訓練の実施
・11月感染対策委員会の実施
・12/11身体拘束適正化研修実施予定　　

　(５)報告事項・議題
　1.10月からの新規利用の利用者様について
要介護1の女性　糖尿病、難聴、両側変形性膝関節症(左は手術済)、アルツハイマー型認知症
サービスの利用状況　週2回通い　週1回訪問
家族状況　長女近隣に居住　次女は大阪に居住
主介護者の長女は朝夕の服薬のうち、糖尿病や認知症の薬のある朝食後薬のみ服薬介助、通院時の支援は行ってくれる。職業は医療関係で、医療面は最低限の支援を行ってくれるが、自宅の生活環境の整備(整理・整頓・食品の管理・食事の準備)はほぼノータッチの印象。
サービス開始当初は長女より事業所に密に連絡があったが、現在は「全てお任せします、好きにして下さい」状態。
支援を開始し二か月弱、長女は本人への言動がかなり強く、親子の関係性も悪い。
全く支援をしてくれないわけではないが、不十分と思われる。
家族と情報共有が必要な事柄については適宜連絡を行っている。
家族対応の状況等については、しっかり記録を作成し保存する。

2.職員の離職について
R8年1月末日付で離職予定者1名、現在新たな人材獲得に向け管理者が対応中。
新規入職者が決まるまでは、現在の登録利用者21名に対するサービス提供が精一杯の状況。新規受け入れは極めて困難。

3.ヒヤリハットについて
・トイレ前で座り込み1件。特に外傷なく経過観察。
・ベッドに立ち上がり、窓より離設しようとしているところを発見。居室のレイアウトを変更し、窓から離れた所で休めるようにした。
　
	



